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抄録：「いつまでも口から食べることができるようにする」ためには口腔機能訓練が重要である。口腔機能低下予防体操で
ある「みんなのお口の体操」のDVDを用いてさまざまな施設等で体操を実施してもらった後、実施者に対してアンケート
調査を行った。そのうち高齢者に対して実施した20名の回答を分析した。1グループあたりの高齢者数が多い介護入所施
設や認知症対応型施設の場合は、環境面や認知度の面からみて、DVDを用いるよりも職員が直接体操の指導を行う方がよ
いと思われた。1グループあたりの高齢者数が少ないユニット型の施設では問題なく行うことができた。介護通所施設で
は高齢者の座る位置などの環境面に配慮するほか、施設のスケジュールを考慮して、体操の長さや実施時間帯を検討する必
要があると考えられた。高齢者サロンなどの地域の高齢者にはDVDによる体操指導は受け入れられやすかった。DVDを
使うことによる口腔体操は、地域のさまざまな機会に手軽に取り組めることが示唆された。
（別刷請求先 :橋本由利子）
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緒言
人間にとって栄養を摂取することは、生命を維持するた
めに不可欠である。と同時に「口から食べる」ことにより、
脳は大きな影響を受ける。摂取した食物は口唇、舌、口腔・
頬・咽頭の各粘膜、歯肉、歯根膜などに刺激を与えその感覚
が脳を刺激し、また口唇や顔面、顎、舌、咽頭に付着した筋
肉を動かすために脳は指令を出すからである。ペンフィー
ルドが示した脳地図をみても、口およびその周辺は、大脳
皮質の感覚野および運動野のそれぞれ約40%の部分と関
係していることがわかる（Penfield and Rasmussen, 1950）。
また、「口から食べる」ことにより食物を味わい、歯触り
や舌触りやのどごしを楽しむという「食べる楽しみ」も享
受できる。さらに、食べる楽しみが増えれば、家族や周囲
の人たちとの「コミュニケーション」も増えてくる。長く
胃瘻 (ろう )を装着して寝たきりだった患者が、口腔ケアや
嚥下訓練によって食物を口から摂取することができるよう
になると、再び元気を取り戻して起き上がれるようになっ
たという症例報告（奥村 , 2010）もある。つまり「口から食
べる」ことによって体も脳もこころも活発になるというこ
とが明らかになってきたのである（才藤ら , 2005）。
いつまでも口から食べることができるようにするため
には、器質的口腔ケア（口腔清掃）とともに機能的口腔ケア
（歯科治療、義歯装着、摂食･嚥下訓練、口腔体操など）が重
要である。Kikutani et al.（2006）は口腔機能訓練が高齢者
の栄養改善に効果的であると報告し、また菊谷ら（2005）は
機能的訓練によって舌圧が向上することを報告した。高
橋・橋本（2010）もデイサービス利用者に口腔機能低下予防
体操（「みんなのお口の体操」）の介入を6ヶ月間行い、要介
護者の口腔機能が向上したことを報告している。
高橋・橋本（2010）が行った介入研究では、研究のために
オリジナルに作成した「みんなのお口の体操」のCDを用
い、担当職員がモデルになって昼食前に体操を実施した。
DVDは研究に参加した施設間での介入内容の均一化を図
るために、担当職員に対する事前教育用として作製した。
介入研究終了後に、学会や研究会等でこのDVDを紹介し
たところ、これを使って口腔体操を実施したいという申し
出があった。
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この研究ではDVDを用いてさまざまな高齢者に対して
行った「みんなのお口の体操」について、実施者の意見をア
ンケートで調査し、DVDを用いて口腔体操を高齢者に実
施する際の課題について考察する。
研究対象と方法
対象者とデータ収集
「みんなのお口の体操」のDVDを用いて口腔体操を実施
したいと申し出た26名に対して、指導上の注意点を記載し
たマニュアル、DVD、実施後アンケート、さらに希望者に
はポスタ （ー図1）を配布した。体操の実施期間や回数につ
いては、実施者（担当職員）の任意とし、実際に行った期間
や回数を明記してもらった。アンケートは無記名で、郵送
あるいはFAXで回収した。調査期間は2008年4月から
2010年6月までであった。
アンケート内容は、実施者の職種、対象となった人の
特性と人数、実施した施設、体操内容や伴奏音楽に対する
意見、対象となった高齢者の反応等、その他自由記載で
あった。
図1．「みんなのお口の体操」のポスター
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「みんなのお口の体操」DVDの実施アンケート
アンケート配布時に、この調査研究の趣旨、アンケート
は研究以外には使用しないこと、使用後にはすみやかに破
棄することを文書と口頭で説明し、調査協力の同意を文書
で確認した。
「みんなのお口の体操」の構成
「みんなのお口の体操」は、モーツァルトの「きらきら星
変奏曲」（K.265）の一つひとつの変奏曲（TemaからVar.Ⅺ
まで）に合わせて口腔機能に関連した体操を順番に行うも
のである（橋本 , 2009）。すなわち、①Tema：はじめの歌　
②Var.Ⅰ：深呼吸　③Var.Ⅱ：肩の運動　④Var.Ⅲ：首の
運動　⑤Var.Ⅳ：目と口の開閉　⑥Var.Ⅴ：口（アイウエ
オ）の運動　⑦Var.Ⅵ：パタカラで歌う　⑧Var.Ⅶ：頬の運
動（膨らませ、へこませる）　⑨Var.Ⅷ：舌の運動（上下左
右）　⑩Var.Ⅸ：かみかみ運動（臼歯の咬合）　⑪Var.Ⅹ：唾
液腺マッサージ　⑫Var.Ⅺ：深呼吸　の12のプログラム
から構成され、所要時間は約10分間である。
結果
アンケートは26名全員から回収した。そのうち、20名
は高齢者を対象に実施しており、今回はこれら20名のアン
ケート結果を研究資料として検討した。
20名の職種は、介護職11名、看護職3名、生活相談員
1名で、その他は、高齢者サロン担当者、地域の福祉委員、
自治会役員、家族、本人が1名ずつである。1グループあた
りの高齢者の人数は、1名から70名で、実施回数は1回か
ら30回であった。実施した施設は、介護入所施設11ヶ所（A
群）、介護通所施設4ヶ所（B群）、その他は地域の高齢者サ
ロン、ふれあいいきいきサロン、日帰り旅行のバスの中、自
宅等が5カ所（C群）であった（表1）。なお、A群の数ヵ所の
施設では、実際に体操を行っている高齢者は3割から5割
程度とのことであった。
体操の内容量、難易度は「ちょうどよい」がほとんどで
あった（85%、90%）。体操の長さについては「長すぎる」と
いう回答がA群（27%）とB群（50%）にみられた。伴奏曲
の選曲は「よかった」あるいは「まあまあよかった」であり、
違う曲のほうがよいという回答はみられなかったが、欄外
に「子どもっぽいという人もいた」という記載もあった。
伴奏曲の速さは「ちょうどよい」が多かったが、A群では「速
すぎる」という回答が36%にみられた。掛け声については
95%が「わかりやすい」との回答であった（表2）。
実施者の感想は「口腔機能の向上のために役に立つと思
う」という回答が95%であった。A群では、「その他」とし
て「職員が声をかければ役立つ」という回答があった
（表3）。
実施者から見た高齢者の様子は「楽しそうだった」が約
50%であった。「つまらなそうだった」と答えた人はいな
かったものの、「義務的にやっていた」も約20%あった。そ
の他として「一生懸命やっていた」、「真剣にみていた」、「画
面が見えなくて何をやっているかわからない人もいる」と
いう回答もあった。群別にみるとC群では「楽しそうにやっ
ていた」が100%であったが、A群では約40%が「その他」
の回答で、B群では「義務的にやっていた」が40%、「その他」
として「一生懸命やっていた」が40%であった。
今後の実施については「継続して行いたい」が60%、「検
討中」が25%であった。A群の「検討中」には、その理由と
して「もっと少人数で行いたい」との記載があった。B群
の「検討中」には「昼食前に時間がとれない」との記載があっ
た。「今回のみ」は3名（15%）であり、これはA群のケアハ
ウスとC群の単発的な地域活動（ふれあいいきいきサロン
と日帰り旅行）であった。
表1．「みんなのお口の体操」の実施場所、高齢者数、実施回数、実施者
実施場所
1グループあたり 
の平均高齢者数 
（最小～最大）
平均実施回数 
（最小～最大）
実施者 (名）
A群 介護入所施設　11か所
（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、
認知症対応型療養棟、ケアハウスなど）
41.4名
(9～70名）
9.1回
（1～30）
介護職（9）
生活相談員（1）
看護職（1）
B群 介護通所施設　4か所
（通所介護施設、通所リハビリ）
30.3名
（20～46名）
15.8回
（10～28）
介護職（2）
看護職（2）
C群 地域の高齢者　5か所
（高齢者サロン、ふれあいいきいきサロン、
日帰り旅行のバスの中、自宅等）
15.8名
（1～40名）
6.8回
（1～20）
高齢者サロン担当者（1）
地域の福祉委員（1）
自治会役員（1）
家族（1）、本人（1）
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自由記載では、A群ではいろいろな回答があった。「何
をやっているのか理解できない人がいる」、「画面をみるよ
り職員がやったほうがわかりやすい」、「スピードについて
いけない」という記載が多かったが、ユニット型（1グルー
プの高齢者9名）では「ちょうど良い人数で楽しくやってい
る」という記載、ケアハウス（1グループの高齢者12名）で
は「強制的にやらされている感じがある」という記載があっ
た。B群では「画面が小さいので見えない人は違う動きを
している」、「昼食の説明ができないのでもっと短くしてほ
しい」という記載があった。C群では掛け声の内容や体操
の説明の画面表示などに関する細かい意見のほか、「毎日や
るなら曜日で順番を変化させるとよいのではないか」とい
う提案や「はじめは速いと思ったが、2、3回で慣れた」とい
う記載もあった。
表2．「みんなのお口の体操」の内容に関する意見
項目 総数n=20 （％） A群n=11 （％） B群n=4 （％） C群n=5 （％）
体操の内容量
多すぎる 2 （10） 2 （18） 0 （0） 0 （0）
ちょうどよい 17 （85） 9 （82） 4 （100） 4 （80）
少ない 1 （5） 0 （0） 0 （0） 1 （20）
体操の難易度
難しい 1 （5） 1 （9） 0 （0） 0 （0）
ちょうどよい 18 （90） 9 （82） 4 （100） 5 （100）
やさしい 1 （5） 1 （9） 0 （0） 0 （0）
体操の長さ（時間）
長すぎる 5 （25） 3 （27） 2 （50） 0 （0）
ちょうどよい 15 （75） 8 （73） 2 （50） 5 （100）
短い 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
伴奏曲の選曲
よかった 14 （70） 7 （64） 2 （50） 5 （100）
まあまあよかった 6 （30） 4 （36） 2 （50） 0 （0）
違う曲のほうがよい 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
伴奏曲の速さ
速すぎた 7 （35） 4 （36） 1 （25） 1 （20）
ちょうどよい 13 （65） 6 （55） 3 （75） 4 （80）
遅い 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
掛け声
わかりやすい 19 （95） 10 （91） 4 （100） 5 （100）
なんともいえない 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
よくわからない 1 （5） 1 （9） 0 （0） 0 （0）
表3．「みんなのお口の体操」の実施者の感想
項目 総数n=20 （％） A群n=11 （％） B群n=4 （％） C群n=5 （％）
実施者の感想
口腔機能向上のために役立つ 19 (95) 10 (91) 4 (100) 5 (100)
あまり効果がない 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
その他 1 (5) 1 (9) 0 (0) 0 (0)
実施者からみた高齢者の様子（複数回答あり）
楽しそうだった 11 (48) 5 (38) 1 (20) 5 (100)
つまらなそうだった 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
義務的にやっていた 4 (22) 3 (24) 2 (40) 0 (0)
その他 7 (30) 5 (38) 2 (40) 0 (0)
今後の継続実施について
継続したい 12 (60) 7 (64) 3 (75) 2 (40)
検討中 5 (25) 3 (27) 1 (25) 1 (20)
今回のみ 3 (15) 1 (9) 0 (0) 2 (40)
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考察
今回の調査は「みんなのお口の体操」のDVDに関心を寄
せ、実施してみたいと希望した人たちからのアンケートな
ので、回答にバイアスがかかっていることは否めないが、
さまざまな高齢者に対して体操を実施してもらったことに
より、いくつかの課題が明らかになった。また、ほとんど
の実施者が口腔機能の向上に役立つと思うと感じていた
が、実施する施設の高齢者の人数や介護度等の特性によっ
て、その方法や内容に工夫が必要であることが示唆された。
介護老人福祉施設の従来型や介護老人保健施設、認知症
対応型療養施設では、集団で行う設定であっても実際に体
操に参加している人はその一部というところが多かった。
テレビでDVDを映しても画面が小さいので見づらい、ま
た座っている場所によって見えないという環境要因のほ
か、画面を見てその体操の真似をすることが困難であると
いう認知度の要因も大きいと思われる。自由記載でも指摘
されていたように、テレビを見ながらの体操よりも実際に
職員が前に出て体操を行うほうが、このような施設では理
解されやすいものと思われる。また、これらの施設では「伴
奏曲が速い」という回答も多くあった。DVDに合わせよ
うとすると、遅れてしまうことがあるので、その点からも
職員が前に出て高齢者の様子を見ながら体操を行った方が
よいと思われる。これらの問題があったものの、今後の実
施に関しては、「継続したい」との回答が多く、口腔体操に
対する実施者の期待が大きいこともうかがわれた。
介護入所施設ユニット型では全員が楽しそうにやって
おり、今後とも実施していきたいとのことであった。1グ
ループあたりの高齢者数が少ないため一人ひとりに目が行
き届き、体操の目的も高齢者に理解されていたためと思わ
れる。一方、ケアハウスでは強制的にやらされている感じ
で、今後の実施に関しても否定的であった。この施設では
口腔体操に対する高齢者や実施者の意識付けが十分でな
かったことも考えられる。ケアハウス入居者は一般的に自
立度が高いので、必要性の理解が得られれば、今後の実施
の可能性はあると考えるため、体操の目的と詳しい説明を
組み込んだDVDの導入が効果的と思われる。
介護通所施設では、体操に参加できていない人が多いと
いう記載はなかった。しかし、自由記載で「画面が小さい
ので見えない人は違う動きをしている」という指摘がある
ことを考えると、高齢者の座る位置や画面の大きさ等の環
境面への配慮が介護入所施設と同様に必要である。また、
実施者からみた高齢者の様子では、「楽しそうだった」より
「義務的にやっている」あるいは「一生懸命やっている」と
いう回答が多かった。このことは、通所施設の高齢者は、
「あまりやりたくないが、体によいとされている体操だか
らやらなくてはいけない」と思っているのか、職員の一生
懸命な行為に気を使っているのか、あるいはその両方かも
しれない。さらに「体操が長すぎる」という回答が半数に
あり、昼食前に10分間体操を行うことは通所施設のプログ
ラムとしてやや負担になっているのではないかと思われ
た。通所施設でのスケジュールを考慮して、短い体操にす
るか、実施時間帯を昼食前以外にする等の対策が必要であ
ると思われた。
高齢者サロンなどでの高齢者の様子はすべて「楽しそう
に行っている」であった。体操の内容量に対して「少ない」
という意見もあり、体操に関してやり方や画面表示の改良
を示す自由記載もたくさんあった。口腔体操を一生懸命
行って介護予防につなげたいという実施者と高齢者の強い
気持ちの表れであるとともに、実施者が介護職や看護職で
はなく、同じ地域の仲間であることが、一緒になって楽し
めた要因ではないかとも考えられる。今後の継続に関して
は、「今回のみ」という回答があったが、これは地域の単発
的な行事として実施したものであったためである。地域の
高齢者はテレビ画面であっても体操を受け入れやすいもの
と思われるため、今後さまざまな機会で「みんなのお口の
体操」を実施していけるのではないかと考えられた。
最後に伴奏曲について述べる。ふつう口腔体操では、オ
リジナル曲のほか、民謡、童謡、過去のヒットソングなどを
用いることが多い（甲谷 , 2008）。音楽は個人個人の好みの
差が大きく、また年代によっても好まれる音楽は異なると
考えられるため、今回はクラッシック音楽の中でも多くの
人が聞き、親しんでいるメロディーである「きらきら星変
奏曲」を使用した。ほとんどの高齢者に受け入れられたよ
うであるが、子どもの頃から聞いた曲だったためか、高齢
者の一部から「子どもっぽい」という意見も出された。画
面をみて行う体操であっても、伴奏曲の選曲によって受け
入れやすさが違ってくると思われるため、今後とも検討を
重ねたい。
現在、口腔体操のみならず、身体機能の低下予防や健康
の保持増進のために、さまざまなDVDが作製され、配布さ
れているが、どの程度使いこなされているのか、その実態
を把握することは難しい。本調査はほんの一部かもしれな
いが、対象に応じたDVDの効果的な使い方について明ら
かにすることができた。介入研究時の職員の事前教育用に
作製したDVDであるが、DVDを使うことによって、手軽
に口腔体操に取り組むことができる可能性も示唆された。
今回の結果から見えてみた課題を踏まえて、「みんなのお口
の体操」に改良を加え、高齢者がいつまでも「口から食べる
ことができる」ように支援していきたい。
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結論
1． 「みんなのお口の体操」のDVDを用いて、介護入所施設、
介護通所施設、地域の高齢者の集会などで体操を実施
しその状況をアンケートで回答してもらい、実施上の
問題点を検討した。
2． 従来型の入所施設や認知症対応型施設では、DVDを用
いるより、職員が直接体操の指導をしたほうがよいと
思われる。
3． ユニット型入所施設ではDVDを用いることに問題は
ないと思われる一方、ケアハウスではもう少し詳しい
説明を入れたDVDを導入することも課題とされた。
4． 通所施設でDVDを用いて体操を行う場合は、高齢者の
座る位置や画面の大きさなどの環境面での配慮が必要
である。また昼食前に10分間の時間をとることが難し
い場合は、別の時間に実施するか、体操を短くすること
が必要である。
5． 地域の高齢者には「みんなのお口の体操」のDVDは受
け入れやすいようである。今後、さまざまな機会を利
用して実施していくことが望まれる。
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「みんなのお口の体操」DVDの実施アンケート
Issues Regarding an Oral Functional Exercise for the Elderly People using a DVD Entitled 
“The Oral Exercise for Everybody” : A Questionnaire survey
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Abstract : Oral functional exercise is important to be able to eat through the mouth throughout one’ s life. A questionnaire 
survey was conducted to the people who instructed an exercise for improvement of the oral function using a DVD entitled ”
The Oral Exercise for Everybody” . The analysis of 20 answers revealed as follows. In nursing homes where the number of 
elderly per group was large and/or groups including people with cognitive impairment, it would be better if staff provided 
direct instructions instead of using the DVD. Instruction using the DVD was successful for groups with a small number of 
the elderly in unit care. It was also shown that, in daycare center, not only the environmental aspects such as the position 
of elderly sitting but also duration and frequency of the exercise dependent on the schedule of each center were important 
factors. The exercise instruction using the DVD was well accepted by senior citizens in the community, including senior 
centers. These results suggest that the oral functional exercise using the DVD can be applied as a simple manner in various 
opportunity of the community.
(Reprint requests should be sent to Yuriko Hashimoto)
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